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序論 計画の概要 

1. 計画の狙い 

地域公共交通は、自家用車の利用拡大や人口減少・高齢化に伴う利用者の減少などにより、

減便や路線廃止を余儀なくされている。一旦廃止された地域公共交通は、復活が極めて困難で

あり、本県においても県民の暮らしに不可欠な地域公共交通ネットワークの維持・確保が危惧

される中、地域公共交通の活性化が、重要かつ喫緊の課題となっている。 

このため、民間事業者による運行維持が困難となっている路線については、自治体が中心と

なり、まちづくりと連携した持続可能な公共交通ネットワークを再構築し、県民の日常生活に

不可欠な交通手段を確保するとともに、県内外との交流の基盤となる交通体系を確立する必要

がある。 

しかしながら、市町単独では、広域交通も含めた地域公共交通ネットワークについて検討を

行うことが難しく、これまで行政と交通事業者が協働した対応が十分行われていない。 

そのため、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成 19 年法律第 59 号）の改正に

より、県が「地域公共交通網形成計画」の策定主体に位置づけられたことを受け、主に幹線的

な機能を担う公共交通について、まちづくりや観光・福祉分野とも連携した維持・活性化や持

続可能な公共交通ネットワークの再構築に、広域的な観点から取り組むことを目的として、本

計画を策定する。 
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2. 対象地域 

本計画では、愛媛県全域を対象地域としている。 

なお、第六次愛媛県長期計画「愛媛の未来づくりプラン」において、一体的な地域づくりを

推進する圏域として設定されている東予、中予、南予の圏域ごとの整理を行う。 

 

 

東予地域 今治市、新居浜市、西条市、四国中央市、上島町 

中予地域 松山市、伊予市、東温市、久万高原町、松前町、砥部町 

南予地域 宇和島市、八幡浜市、大洲市、西予市、内子町、伊方町、松野町、

鬼北町、愛南町 

図 2-1 本計画の対象地域 

 

 


